
発行 一般社団法人千葉県冒険遊び場ネットワーク 

令和 4年 6月発行 

■フォーラム「子どもの権利と遊び」を開催しました

■千葉県冒険遊び場ネットワーク理事より

■新しい遊び場づくりが始まっています「寺谷ツの森・冒険遊び場」 

■202２年度プレイワーカー研修 BASICコースについて

テーマ 子どもの権利と遊び

（一社）千葉県冒険遊び場ネットワーク会報誌 

Vol.4 

●学生ボランティア募集中● 

いつでも・だれでも遊びに来ることができ、子どもたちが

自主的・自発的に遊ぶ「子どもたちの遊び場」で、時に

一緒に遊び、時に話し相手にもなる学生ボランティアを

募集しています。遊びを通して様々な経験を得る機会や

場所を作るマネージャー「プレイワーカー」や地域の大人

とともに活動してみませんか？お気軽にお問合せ下さい。 

『千葉県冒険遊び場ネットワーク』は 

ゆるやかにつながってきた千葉県内プレーパーク活動団体のネットワークをさらに
広げ、充実した活動をしていくために、2011年6月から県内市民団体が協力して
設立した団体です。

ちばぼうでは、情報交換や合同の研修会を行い、各団体の課題解決や、それぞれ
の団体でえたことを他に活かしていくことを目的としています。 
令和 4 年度は千葉県内にあるプレーパークをまとめたマップをリニューアルする予

定です。

【会員募集】 
◆正会員 中心になって運営に関わります。 

【団体】年額 3000円 【個人】年額 2000円 

◆賛助会員 運営を資金面でサポートします。 

【団体・個人】一口 1000円以上 

【振込先】ゆうちょ銀行 

名義：シャ)チバケンボウケンアソビバネットワーク 

振替口座：00290－7－91266 

(他銀行から振込の場合)〇二九 当座 0091266 

総合口座：10530 70940961 

(他銀行から振込の場合)〇五八 普通 7094096 

【事業内容】 
遊び場をつくる人を育てます 

プレイワーカー研修事業 

遊びの大切さを伝えます
遊び場についての情報交換 

遊びについての講演会 

出張プレーパークの開催 

新たな遊び場づくりを応援します 
交流会「こあつまり」の定期開催 

遊び場の立ち上げに必要な手続き等のサポート 

～ プレイワーカー認証者の声 ～ 

プレイワーカー研修が毎回楽しく、今回はどんな話しが聞けるかな
とワクワクしながら受けました。会ったことがない他のプレーパーク
の皆さんと、お喋りできる時間は最高に有意義！ひとりひとりの意
見を聞く中で、こんな考えもあるのか、このアイディア採用！とたくさ
んのアレコレを学べました。大人になってからいただく賞状って嬉し
い。プレイワーカーとしての肩書きをもらえて身が引き締まる思い
の中で、これから参加者、地域の方たちも一緒に作っていくプレー
パークをもっともっとより良い場所にしていきたいという思いが強く
なりました。皆さんに感謝しながら、日々精進して参ります！ 

（四街道市在住 菅恵美さん）

【２０２１年度千葉県冒険遊び場ネットワークプレイワーカー新規認定者】

【お問合わせ】 
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク（ChibaBo！）

〒264-0037千葉県千葉市若葉区源町 541‐4 
千葉市子どもたちの森公園

TEL：043-254-2328
メール：chibabo.net@gmail.com 
Facebook：https://www.facebook.com/chibabo.net
ホームページ：https://playpark-chiba.org/ 

■2022年度千葉県プレイワーカー研修 BASICコース開催します。 

5/18（水） プレーパークについて
①10：00～②19：00～ プレーパークの理念、共通理解、社会的な役割、プレイワーカーの役割や資質について

7/20（水） リスクとハザード
①10：00～②19：00～ 開催していく中でのリスクとハザード、不測の事態への対応、事例検討

9/21（水） 子どもの発達
①10：00～②19：00～ 子どもの遊びと発達、感覚統合や非認知能力について

①11/16（水）10：00～ 遊び研究（実地研修）
②11/23（水祝）10：00～ 遊びの体験、子どもへの関わり方について

1/18（水） プレーパークの運営
①10：00～②19：00～ 振り返りの方法や団体運営について

※天候等により日程を変更することがあります。

【千葉県冒険遊び場ネットワーク会員】（順不同・敬称略）2022年 5月末日現在

（敬称略・順不同）

吉野奈々/小林奈津代/西村桂子/岡本小世実/福本和輝/ 
増田さりあ/中西亜加里/吉田まりこ/宮崎真子/飯田浩司/ 
菅恵美/岩楯公成/照井木風/和木有加/若林ゆり/五十嵐優子 

※講座は各回２時間を予定しています。 
※各回ごとにレポートを提出し、全ての講座を受講していただくと 
講座の修了証として「千葉県プレイワーカー認証」を得られます。 
（受講有効期限３年） 
※変更等は ChibaBo！の facebookでお知らせします。

講座のお申込み
詳細はこちらから → 
メールでも 
申込可能です。
chibabo.net@gmail.com

◆正会員・個人◆前田はる香/関口笑子/和田京子/相澤孝紀/中根麻由美/城順子/

古川美之/楢木将也/楢木絢花/渡辺忍/西村薫/西村桂子/南山聡子/齋木敦子/武田

さやか/中島良介/大塚和美/高木菜穂子/阿部優華/飯田浩司/若林ゆり/和木有加

◆正会員・団体◆NPO法人プレイフルエンタープライズわかば/カモミールの森/プレー

パーク船橋/柏の葉しぜんあそびの会/NPO法人市川子どもの外遊びの会/成田おむす

びプレイパーク/もぐらの冒険/ NPO法人四街道プレーパークどんぐりの森/NPO法人

森林デザイン研究所/特定非営利活動法人八千代市民プレーパークの会/NPO法人 i-

net/コロボックルの森/ 稲毛プレーパーク/CozyCompany 

◆賛助会員◆石井遥/ちば森の楽校 

毎年ご好評いただいているプレイワーカー研修 BASICコースを今年も実施します。 
ご要望にお応えして、今年度は平日昼間以外の時間帯にも開催します。ぜひご参加ください。

◇参加費 1,500円/回 
（学生 1，000円） 

※資料代込み 
◇定員 各回 30名 
◇講師 県内のプレイワーカー

運営スタッフ等 

＊どなたでも参加できます。 

＊原則オンライン講座です。

＊第４回は実地での研修となります。

オンライン講座では 

オンライン会議アプリ Zoomを使用します。

Zoomアプリの使用できる端末を 

ご用意下さい。

通信料は各自ご負担ください。 



千葉県内各所で新しい遊び場づくりが始まっています。

ちばぼうでは、情報共有会「こあつまり」の開催や、 

プレイワーカーが実際に現地を訪れて一緒に場づくりを考える

等、遊び場の立ち上げ支援も行っています。 

寺谷ツの森・冒険あそび場（柏市） 

●運営者インタビュー● 

お父さんやお母さんにロープのブランコを押してもらいぐるぐる回りながら

歓声をあげる子。枯れ木を集め組み立てたり、穴を掘って「ここはお風呂に

するんだ」などと言ったりしながら秘密基地を作る子どもたち。葉っぱや木の

実をかき混ぜて真剣な面持ちでお料理する子。ヤモリをみつけて「見て見て

〜」とみんなに教えてくれる子。シャボン玉を大きく飛ばせるか黙々と試行錯

誤する子。

見上げると新緑の葉が輝く美しい森で、冒険あそび場を始めました。「冒険

あそび場っていいよなぁ。そんな居場所作りたいなぁ」と思っていたところに

森が借りられることになって、「エイヤッ」と走り出したのでした。この森は、柏

市の「カシニワ」という制度を利用してお借りしている民有地です。 

私たちの冒険あそび場活動は千葉県冒険遊び場ネットワークから、めがね

さんに来ていただき、出張プレーパークを含む３回の養成講座の開催から始

まりました。そこで知り合った仲間たちと試行錯誤しながら、月に３〜４回程

度開いていきたいと考えています。経験も不足していますし、心配なことも少

なくないですが、子どもたちのキラキラした表情に出会い、たくさんの発見が

あるので毎回わくわくしています。そして、お散歩中の近所の方が声をかけ

てくれたり、市内のプレーパークの先輩がロープ遊びのノウハウやおもちゃ

の提供を申し出てくれたりするのもとても嬉しいことです。

ちばぼうの講座で学んだことを反芻しながら経験を積み、子どもたちが安

全に、安心して、ありのままに過ごせる。そして大人にも居心地のいい場所を

創っていけたらいいなぁと思っています。応援してくださーい。

CozyCompany（柏市民公益活動登録団体）三好玲子

出張研修・講演承ります 

・プレイワーカー派遣  

・出張プレーパーク開催 

・遊び道具の貸し出し など 

（講演内容例） 

「プレーパークとは」「リスクとハザード」 

「子どもの発達」「遊び研究」「ロープワーク」など ・6/1３（月） 

・8/８（月） 

・10/1０（月） 

・12/1２（月） 

・2/1３（月） 

千葉県冒険遊び場ネットワーク総会 

こあつまり 

こあつまり 

こあつまり 

こあつまり 

こあつまり 

プレイワーカー研修 Basic第 2回 

プレイワーカー研修 Basic第 3回 

プレイワーカー研修 Basic第 4回① 

プレイワーカー研修 Basic第４回② 

プレイワーカー研修 Basic第５回 

・7/2０（水） 

・9/２１（水） 

・11/1６（水） 

・11/23（水祝） 

・1/1８（水） 

※プレイワーカー研修 Basicの詳細については 

次のページをご覧ください。 

今後の予定 
県内プレーパーク情報共有会【こあつまり】

【プレイワーカー研修】

■新しい遊び場づくりが始まっています。 
■フォーラム「子どもの権利と遊び」を開催しました。令和 3年 2月 24日千葉市生涯学習センター

『子どもの権利と遊び』
～子どもたちにより幸せな子ども時代を～

会場となったロビーにはプレーパークをそのまま再現したコーナーやパネル展

示、「絵本から見る子どもの権利」のイラスト展示もあり、ご来場のみなさんは

熱心にご覧になっていました。 

フォーラム当日もお忙しい日程にも拘わらず、神谷千葉市長も駆けつけてくだ

さり、ご挨拶頂きました。市長からは「プレーパークは子どもたちが自主的に

取り組むという時代を先取りした活動」というちばぼうの取り組みに高い評価

を頂きました。

基調講演は、西野博之さんの川崎での子どもの権利条約が作られるまでの

お話を伺いました。ゆったりとした語り、でもその内容は子どもたちの環境へ

の危機感がしっかり語られていたのが印象的でした。「大人が幸せでないと

子どもたちが幸せになれない」という言葉を私たち大人がしっかりと心に刻ま

なくてはならないと思いました。

パネルディスカッションでは、千葉県内でいろんな立場から子どもたちに関わ

っておられる４名の方たちの貴重なお話を伺うことができました。まだまだ、多

くの団体や多くの方々が子どもたちの環境を良くしようと活動されています。

その多くの皆さんが、繋がることによってさらに子どもたちのより幸せな環境

が守られて行くのではないでしょうか？ 

私は、スポーツの世界や教育関係の方たち他のみなさんを繋げ、多くの皆さ

んと一緒に考えていけるよう活動していきたいと思います。 

Park Lab 大塚 和美 

■相澤孝紀
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク副代表理事 

NPO法人プレイフルエンタープライズわかば 代表 

With コロナという言葉が一般的になり、マスクを

つけ検温をする生活にも随分と慣れてしまいまし

た。夏に向けてマスクをつけたままの遊びには熱

中症などの心配が生まれるので、適宜水分補給

とマスクを外す時間が必要だなぁと感じています。 

その一方で、マスクを外すことへ抵抗のある子が

いる、とも聞きます。特に物心がついたときにはマ

スク生活を送っている幼い子どもたちに多いよう

です。つけるのが普通だったから外すと不安にな

る、なんて話を保護者の方から聞きました。日々繰

り返されることの影響の大きさを新ためて感じて

しまいますね。

見方を変えれば、日々楽しいことや夢中になれる

遊びを積み重ねるときっといい影響が積み重なっ

ていくはず！好きなことを存分にやれる、そんな遊

びの体験を通して子どもたちにもっともっとステキ

な子ども時代を過ごしてほしいです！

そういえば、めがね自身プレイワーカーを始めて

から 10 年以上、毎日裸足生活を送っています。

すると不思議なことに足の裏がどんどんと硬質化

し、人体の一部とは思えない感触になってきまし

た。これもまた、日々の習慣が人体に与える影響

なのでしょうね。

めがねの足裏は象のような岩のような不思議な

足裏なので、興味がある人はこっそり見てみてく

ださい（笑）

■和田京子
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク副代表理事 

NPO法人市川子どもの外遊びの会 代表 

ちばぼうが一般社団法人になって２年がたちまし
た。まだまだ安定した運営とまでは行きませんが、

様々な方のおかげで少しずつ形ができあがって
きていると感じています。 
ちばぼうの事業の中でも大きな３つの活動は「プ

レイワーカー研修」「プレイワーカーの出張」「こ
あつまりの開催」です。
「プレイワーカー研修」では、昨年度もたくさんの

方々が受講してくださいました。千葉県内外のプ
レーパーク（もしくは子どもたちと関わる様々な場
所）で活躍する人が増えていっていることをとて

も嬉しく思います。
「プレイワーカーの出張」では、コロナ禍にもかか
わらず１３の地域で５０回以上の活動をすること

ができました。コロナ禍だからこそ、外遊びが求
められていると感じました。
そして、任意団体時代からずっと続けている「こあ

つまりの開催」。２ヶ月に一回、今はオンラインで
行っています。１０年以上活動を続けている団体
からこれから活動を始めたい個人まで、様々なメ

ンバーが集まって、情報交換をしたり困りごとを
相談したりしています。
ちばぼうを通して、プレーパークの活動が広がり、

子どもたちを取り巻く環境がより良くなっていくこ
とを心から願っています。

■古川美之
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク代表理事 

NPO法人四街道プレーパークどんぐりの森 代表 

昨年度のフォーラム「子どもの権利と遊び」で
は、何が心に残りましたか？ 
私は、西野さんのこれまでの活動経緯と、そこ

に至るまでの運営についてでした。彼ら彼女ら
と共に事業を育てていくには相当のご苦労が
あったのだろうなと、思いを馳せています。 

ビジョンに向かって、ミッションを立て事業を進
めて行くには、ブレない理念も大事であるし、一
歩先を見据える見通しも、そして一緒に事業を

進める人づくりが何より大事なのだろうと思い
ます。西野さんも心を込めて関わってきたので
しょう。 

人には、得意なこと「強み」と、苦手なこと「弱
み」がありますが、往々にして「強み」を活かし
て、「弱み」からは目をそらします。また、治そう

とすることもあります。発達障がいのある子への
支援も同じです。大事なのは、そことどう付き合
うかだと思います。 

厄介なのは「感情」が入ってしまうこと。他と比
べて落ち込んだり、嫉妬したり、評価を求めた
り。感情が生まれるのは自然なことですが、感

情はバイアスを生み出し、フラットに事象を見る
ことができなくなります。 
プレイワーカーもスタッフも一人一人違ってい

いですよね。（もちろんプレイワークとは何かを
知った上で）大事なのは、それぞれの「強み」
「弱み」を淡々と認識すること。「強み」は過大

評価することなく、「弱み」はどう付き合っていく
か、補っていくか。 
そのようなチームワークができたなら、きっと、夢

パークも夢じゃない！と思うのです。 

 

【千葉県冒険遊び場ネットワーク理事より】 

100名を超える皆さんにご参加いただき、ありがとうございました! 

開始に先立ち、神谷千葉市長も駆けつけて下さりメッセージをいただきました! 

基調講演では、西野博之さんから川崎で子どもの権利条例が作られるまで、そして夢パークやフリースペースえんでの多面的な取り組みをお聞

きしました。子どもがありのままで過ごせ安心して失敗でき、子どもの権利が保障されていました。「生きる権利」命が守られ、安全に安心して暮

らせること、安心して生きること、「育つ権利」疲れた時に休むことができ、失敗しても何度もやり直せること、「守られる権利」一人ひとりのちがい

をみとめ、ありのままの自分が大事にされること、「参加する権利」自分の意見を言える、受け止められること。そして、「遊ぶ権利」を持っていま

す。大人は子どもたちの権利を守るため、信頼関係を築くこと、小さな SOS をキャッチする眼を持つこと、そしてなにより大人である私たちが幸せ

であることが大事であると話されていました。 

パネルディスカッションでは、岡田泰子さんより千葉県で発行されている「子どもの権利ノート」が紹介されました。田中 照美さんからは、子ども

食堂で出会った子どものエピソードから居場所の重要性を、前北海さんからは、不登校の現状と回復には休養と遊びが必要であること、子ども

たちの森公園めがねからは遊びの中で守られる 4つの権利、遊びは行為を示すものではなく、やりたいことがやれることであるとお話しいただき

ました。 

子どもの権利を守るため、遊びの価値をあげよう！と西野さんとパネリストのディスカッションで意気投合。今回のフォーラムを機会に、今後多面

的に子どもを支える連携をさらに強めていこうとまとまりました。 

会場には、子どもの権利絵本原画、プレーパークの写真、そして立体県内プレーパークマップが展示され、たくさんの子ども達が遊んでいました。 

            
【プレイワーカー研修】 

プレイワーカー研修 Basic第 1回を実施しました。

毎年多くの方にご参加いただいているプレイワーカー研修が今年度もスター

トしました！第１回は、「プレーパークについて」 

プレーパークの概要、子どもたちの現状やそれを取り巻く社会状況、子どもた

ちを見守るときに大切にしたい指標など、笑いを交えながら丁寧に解説、グ

ループワークでは子どもたちの遊びに深く関わる者として、参加者自身の子

ども時代の遊びを振り返り、みんなで共有しました。 

プレーパークについて、遊びについて、参加した皆様との「共通理解」ができ

たのではないでしょうか。



千葉県内各所で新しい遊び場づくりが始まっています。

ちばぼうでは、情報共有会「こあつまり」の開催や、

プレイワーカーが実際に現地を訪れて一緒に場づくりを考える

等、遊び場の立ち上げ支援も行っています。

寺谷ツの森・冒険あそび場（柏市） 

●運営者インタビュー●

お父さんやお母さんにロープのブランコを押してもらいぐるぐる回りながら

歓声をあげる子。枯れ木を集め組み立てたり、穴を掘って「ここはお風呂に

するんだ」などと言ったりしながら秘密基地を作る子どもたち。葉っぱや木の

実をかき混ぜて真剣な面持ちでお料理する子。ヤモリをみつけて「見て見て

〜」とみんなに教えてくれる子。シャボン玉を大きく飛ばせるか黙々と試行錯

誤する子。

見上げると新緑の葉が輝く美しい森で、冒険あそび場を始めました。「冒険

あそび場っていいよなぁ。そんな居場所作りたいなぁ」と思っていたところに

森が借りられることになって、「エイヤッ」と走り出したのでした。この森は、柏

市の「カシニワ」という制度を利用してお借りしている民有地です。

私たちの冒険あそび場活動は千葉県冒険遊び場ネットワークから、めがね

さんに来ていただき、出張プレーパークを含む３回の養成講座の開催から始

まりました。そこで知り合った仲間たちと試行錯誤しながら、月に３〜４回程

度開いていきたいと考えています。経験も不足していますし、心配なことも少

なくないですが、子どもたちのキラキラした表情に出会い、たくさんの発見が

あるので毎回わくわくしています。そして、お散歩中の近所の方が声をかけ

てくれたり、市内のプレーパークの先輩がロープ遊びのノウハウやおもちゃ

の提供を申し出てくれたりするのもとても嬉しいことです。

ちばぼうの講座で学んだことを反芻しながら経験を積み、子どもたちが安

全に、安心して、ありのままに過ごせる。そして大人にも居心地のいい場所を

創っていけたらいいなぁと思っています。応援してくださーい。

CozyCompany（柏市民公益活動登録団体）三好玲子 

出張研修・講演承ります 

・プレイワーカー派遣

・出張プレーパーク開催

・遊び道具の貸し出し など

（講演内容例） 

「プレーパークとは」「リスクとハザード」 

「子どもの発達」「遊び研究」「ロープワーク」など ・6/1３（月） 

   

・8/８（月）

・10/1０（月） 

・12/1２（月） 

・2/1３（月）  

千葉県冒険遊び場ネットワーク総会 

こあつまり 

こあつまり 

こあつまり 

こあつまり 

こあつまり 

プレイワーカー研修 Basic第 2回 

プレイワーカー研修 Basic第 3回 

プレイワーカー研修 Basic第 4回① 

プレイワーカー研修 Basic第４回② 

プレイワーカー研修 Basic第５回 

・7/2０（水）

・9/２１（水）

・11/1６（水）

・11/23（水祝） 

・1/1８（水）

※プレイワーカー研修 Basicの詳細については

次のページをご覧ください。

今後の予定 
県内プレーパーク情報共有会【こあつまり】           

【プレイワーカー研修】

■新しい遊び場づくりが始まっています。
■フォーラム「子どもの権利と遊び」を開催しました。令和 3年 2月 24日千葉市生涯学習センター

『子どもの権利と遊び』 
～子どもたちにより幸せな子ども時代を～

会場となったロビーにはプレーパークをそのまま再現したコーナーやパネル展

示、「絵本から見る子どもの権利」のイラスト展示もあり、ご来場のみなさんは

熱心にご覧になっていました。 

フォーラム当日もお忙しい日程にも拘わらず、神谷千葉市長も駆けつけてくだ

さり、ご挨拶頂きました。市長からは「プレーパークは子どもたちが自主的に

取り組むという時代を先取りした活動」というちばぼうの取り組みに高い評価

を頂きました。

基調講演は、西野博之さんの川崎での子どもの権利条約が作られるまでの

お話を伺いました。ゆったりとした語り、でもその内容は子どもたちの環境へ

の危機感がしっかり語られていたのが印象的でした。「大人が幸せでないと

子どもたちが幸せになれない」という言葉を私たち大人がしっかりと心に刻ま

なくてはならないと思いました。

パネルディスカッションでは、千葉県内でいろんな立場から子どもたちに関わ

っておられる４名の方たちの貴重なお話を伺うことができました。まだまだ、多

くの団体や多くの方々が子どもたちの環境を良くしようと活動されています。

その多くの皆さんが、繋がることによってさらに子どもたちのより幸せな環境

が守られて行くのではないでしょうか？

私は、スポーツの世界や教育関係の方たち他のみなさんを繋げ、多くの皆さ

んと一緒に考えていけるよう活動していきたいと思います。

Park Lab 大塚 和美 

■相澤孝紀 
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク副代表理事 

NPO法人プレイフルエンタープライズわかば 代表 

With コロナという言葉が一般的になり、マスクを

つけ検温をする生活にも随分と慣れてしまいまし

た。夏に向けてマスクをつけたままの遊びには熱

中症などの心配が生まれるので、適宜水分補給

とマスクを外す時間が必要だなぁと感じています。 

その一方で、マスクを外すことへ抵抗のある子が

いる、とも聞きます。特に物心がついたときにはマ

スク生活を送っている幼い子どもたちに多いよう

です。つけるのが普通だったから外すと不安にな

る、なんて話を保護者の方から聞きました。日々繰

り返されることの影響の大きさを新ためて感じて

しまいますね。 

見方を変えれば、日々楽しいことや夢中になれる

遊びを積み重ねるときっといい影響が積み重なっ

ていくはず！好きなことを存分にやれる、そんな遊

びの体験を通して子どもたちにもっともっとステキ

な子ども時代を過ごしてほしいです！ 

そういえば、めがね自身プレイワーカーを始めて

から 10 年以上、毎日裸足生活を送っています。

すると不思議なことに足の裏がどんどんと硬質化

し、人体の一部とは思えない感触になってきまし

た。これもまた、日々の習慣が人体に与える影響

なのでしょうね。

めがねの足裏は象のような岩のような不思議な

足裏なので、興味がある人はこっそり見てみてく

ださい（笑）

■和田京子 
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク副代表理事 

NPO法人市川子どもの外遊びの会 代表 

ちばぼうが一般社団法人になって２年がたちまし
た。まだまだ安定した運営とまでは行きませんが、

様々な方のおかげで少しずつ形ができあがって
きていると感じています。 
ちばぼうの事業の中でも大きな３つの活動は「プ

レイワーカー研修」「プレイワーカーの出張」「こ
あつまりの開催」です。
「プレイワーカー研修」では、昨年度もたくさんの

方々が受講してくださいました。千葉県内外のプ
レーパーク（もしくは子どもたちと関わる様々な場
所）で活躍する人が増えていっていることをとて

も嬉しく思います。
「プレイワーカーの出張」では、コロナ禍にもかか
わらず１３の地域で５０回以上の活動をすること

ができました。コロナ禍だからこそ、外遊びが求
められていると感じました。
そして、任意団体時代からずっと続けている「こあ

つまりの開催」。２ヶ月に一回、今はオンラインで
行っています。１０年以上活動を続けている団体
からこれから活動を始めたい個人まで、様々なメ

ンバーが集まって、情報交換をしたり困りごとを
相談したりしています。 
ちばぼうを通して、プレーパークの活動が広がり、

子どもたちを取り巻く環境がより良くなっていくこ
とを心から願っています。 

■古川美之 
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク代表理事 

NPO法人四街道プレーパークどんぐりの森 代表 

昨年度のフォーラム「子どもの権利と遊び」で
は、何が心に残りましたか？
私は、西野さんのこれまでの活動経緯と、そこ

に至るまでの運営についてでした。彼ら彼女ら
と共に事業を育てていくには相当のご苦労が
あったのだろうなと、思いを馳せています。

ビジョンに向かって、ミッションを立て事業を進
めて行くには、ブレない理念も大事であるし、一
歩先を見据える見通しも、そして一緒に事業を

進める人づくりが何より大事なのだろうと思い
ます。西野さんも心を込めて関わってきたので
しょう。

人には、得意なこと「強み」と、苦手なこと「弱
み」がありますが、往々にして「強み」を活かし
て、「弱み」からは目をそらします。また、治そう

とすることもあります。発達障がいのある子への
支援も同じです。大事なのは、そことどう付き合
うかだと思います。

厄介なのは「感情」が入ってしまうこと。他と比
べて落ち込んだり、嫉妬したり、評価を求めた
り。感情が生まれるのは自然なことですが、感

情はバイアスを生み出し、フラットに事象を見る
ことができなくなります。 
プレイワーカーもスタッフも一人一人違ってい

いですよね。（もちろんプレイワークとは何かを
知った上で）大事なのは、それぞれの「強み」
「弱み」を淡々と認識すること。「強み」は過大

評価することなく、「弱み」はどう付き合っていく
か、補っていくか。
そのようなチームワークができたなら、きっと、夢

パークも夢じゃない！と思うのです。

 

【千葉県冒険遊び場ネットワーク理事より】 

100名を超える皆さんにご参加いただき、ありがとうございました! 

開始に先立ち、神谷千葉市長も駆けつけて下さりメッセージをいただきました! 

基調講演では、西野博之さんから川崎で子どもの権利条例が作られるまで、そして夢パークやフリースペースえんでの多面的な取り組みをお聞

きしました。子どもがありのままで過ごせ安心して失敗でき、子どもの権利が保障されていました。「生きる権利」命が守られ、安全に安心して暮

らせること、安心して生きること、「育つ権利」疲れた時に休むことができ、失敗しても何度もやり直せること、「守られる権利」一人ひとりのちがい

をみとめ、ありのままの自分が大事にされること、「参加する権利」自分の意見を言える、受け止められること。そして、「遊ぶ権利」を持っていま

す。大人は子どもたちの権利を守るため、信頼関係を築くこと、小さな SOS をキャッチする眼を持つこと、そしてなにより大人である私たちが幸せ

であることが大事であると話されていました。 

パネルディスカッションでは、岡田泰子さんより千葉県で発行されている「子どもの権利ノート」が紹介されました。田中 照美さんからは、子ども

食堂で出会った子どものエピソードから居場所の重要性を、前北海さんからは、不登校の現状と回復には休養と遊びが必要であること、子ども

たちの森公園めがねからは遊びの中で守られる 4つの権利、遊びは行為を示すものではなく、やりたいことがやれることであるとお話しいただき

ました。

子どもの権利を守るため、遊びの価値をあげよう！と西野さんとパネリストのディスカッションで意気投合。今回のフォーラムを機会に、今後多面

的に子どもを支える連携をさらに強めていこうとまとまりました。 

会場には、子どもの権利絵本原画、プレーパークの写真、そして立体県内プレーパークマップが展示され、たくさんの子ども達が遊んでいました。

            
  【プレイワーカー研修】 

プレイワーカー研修 Basic第 1回を実施しました。 

毎年多くの方にご参加いただいているプレイワーカー研修が今年度もスター

トしました！第１回は、「プレーパークについて」

プレーパークの概要、子どもたちの現状やそれを取り巻く社会状況、子どもた

ちを見守るときに大切にしたい指標など、笑いを交えながら丁寧に解説、グ

ループワークでは子どもたちの遊びに深く関わる者として、参加者自身の子

ども時代の遊びを振り返り、みんなで共有しました。

プレーパークについて、遊びについて、参加した皆様との「共通理解」ができ

たのではないでしょうか。



発行 一般社団法人千葉県冒険遊び場ネットワーク 

令和 4年 6月発行

■フォーラム「子どもの権利と遊び」を開催しました 

■千葉県冒険遊び場ネットワーク理事より 

■新しい遊び場づくりが始まっています「寺谷ツの森・冒険遊び場」

■202２年度プレイワーカー研修 BASICコースについて 

テーマ 子どもの権利と遊び

（一社）千葉県冒険遊び場ネットワーク会報誌 

Vol.4 

●学生ボランティア募集中●

いつでも・だれでも遊びに来ることができ、子どもたちが

自主的・自発的に遊ぶ「子どもたちの遊び場」で、時に

一緒に遊び、時に話し相手にもなる学生ボランティアを

募集しています。遊びを通して様々な経験を得る機会や

場所を作るマネージャー「プレイワーカー」や地域の大人

とともに活動してみませんか？お気軽にお問合せ下さい。 

『千葉県冒険遊び場ネットワーク』は 

ゆるやかにつながってきた千葉県内プレーパーク活動団体のネットワークをさらに
広げ、充実した活動をしていくために、2011年6月から県内市民団体が協力して
設立した団体です。 

ちばぼうでは、情報交換や合同の研修会を行い、各団体の課題解決や、それぞれ
の団体でえたことを他に活かしていくことを目的としています。 
令和 4 年度は千葉県内にあるプレーパークをまとめたマップをリニューアルする予

定です。 

【会員募集】 
◆正会員 中心になって運営に関わります。

【団体】年額 3000円 【個人】年額 2000円

◆賛助会員 運営を資金面でサポートします。

【団体・個人】一口 1000円以上

【振込先】ゆうちょ銀行

名義：シャ)チバケンボウケンアソビバネットワーク

振替口座：00290－7－91266

(他銀行から振込の場合)〇二九 当座 0091266 

総合口座：10530 70940961 

(他銀行から振込の場合)〇五八 普通 7094096 

【事業内容】 
遊び場をつくる人を育てます 

プレイワーカー研修事業 

遊びの大切さを伝えます 
遊び場についての情報交換 

遊びについての講演会 

出張プレーパークの開催 

新たな遊び場づくりを応援します 
交流会「こあつまり」の定期開催 

遊び場の立ち上げに必要な手続き等のサポート 

～ プレイワーカー認証者の声 ～ 

プレイワーカー研修が毎回楽しく、今回はどんな話しが聞けるかな
とワクワクしながら受けました。会ったことがない他のプレーパーク
の皆さんと、お喋りできる時間は最高に有意義！ひとりひとりの意
見を聞く中で、こんな考えもあるのか、このアイディア採用！とたくさ
んのアレコレを学べました。大人になってからいただく賞状って嬉し
い。プレイワーカーとしての肩書きをもらえて身が引き締まる思い
の中で、これから参加者、地域の方たちも一緒に作っていくプレー
パークをもっともっとより良い場所にしていきたいという思いが強く
なりました。皆さんに感謝しながら、日々精進して参ります！ 

（四街道市在住 菅恵美さん） 

【２０２１年度千葉県冒険遊び場ネットワークプレイワーカー新規認定者】 

【お問合わせ】 
(一社)千葉県冒険遊び場ネットワーク（ChibaBo！） 

〒264-0037千葉県千葉市若葉区源町 541‐4 
千葉市子どもたちの森公園 

TEL：043-254-2328
メール：chibabo.net@gmail.com
Facebook：https://www.facebook.com/chibabo.net
ホームページ：https://playpark-chiba.org/

■2022年度千葉県プレイワーカー研修 BASICコース開催します。

5/18（水） プレーパークについて
①10：00～②19：00～ プレーパークの理念、共通理解、社会的な役割、プレイワーカーの役割や資質について

7/20（水） リスクとハザード
①10：00～②19：00～ 開催していく中でのリスクとハザード、不測の事態への対応、事例検討

9/21（水） 子どもの発達
①10：00～②19：00～ 子どもの遊びと発達、感覚統合や非認知能力について

①11/16（水）10：00～ 遊び研究（実地研修）
②11/23（水祝）10：00～ 遊びの体験、子どもへの関わり方について

1/18（水） プレーパークの運営
①10：00～②19：00～ 振り返りの方法や団体運営について

※天候等により日程を変更することがあります。

【千葉県冒険遊び場ネットワーク会員】（順不同・敬称略）2022年 5月末日現在 

（敬称略・順不同） 

吉野奈々/小林奈津代/西村桂子/岡本小世実/福本和輝/ 
Mさん/中西亜加里/吉田まりこ/宮崎真子/飯田浩司/ 
菅恵美/岩楯公成/照井木風/和木有加/若林ゆり/五十嵐優子 

※講座は各回２時間を予定しています。
※各回ごとにレポートを提出し、全ての講座を受講していただくと
講座の修了証として「千葉県プレイワーカー認証」を得られます。
（受講有効期限３年）
※変更等は ChibaBo！の facebookでお知らせします。

講座のお申込み 
詳細はこちらから → 
メールでも
申込可能です。
chibabo.net@gmail.com

◆正会員・個人◆前田はる香/関口笑子/和田京子/相澤孝紀/中根麻由美/城順子/

古川美之/楢木将也/楢木絢花/渡辺忍/西村薫/西村桂子/南山聡子/齋木敦子/武田

さやか/中島良介/大塚和美/高木菜穂子/阿部優華/飯田浩司/若林ゆり/和木有加

◆正会員・団体◆NPO法人プレイフルエンタープライズわかば/カモミールの森/プレー

パーク船橋/柏の葉しぜんあそびの会/NPO法人市川子どもの外遊びの会/成田おむす

びプレイパーク/もぐらの冒険/ NPO法人四街道プレーパークどんぐりの森/NPO法人

森林デザイン研究所/特定非営利活動法人八千代市民プレーパークの会/NPO法人 i-

net/コロボックルの森/ 稲毛プレーパーク/CozyCompany

◆賛助会員◆石井遥/ちば森の楽校

毎年ご好評いただいているプレイワーカー研修 BASICコースを今年も実施します。
ご要望にお応えして、今年度は平日昼間以外の時間帯にも開催します。ぜひご参加ください。

◇参加費 1,500円/回
（学生 1，000円）

※資料代込み
◇定員 各回 30名
◇講師 県内のプレイワーカー

運営スタッフ等 

＊どなたでも参加できます。 

＊原則オンライン講座です。 

＊第４回は実地での研修となります。 

オンライン講座では

オンライン会議アプリ Zoomを使用します。

Zoomアプリの使用できる端末を

ご用意下さい。

通信料は各自ご負担ください。




